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令和７年度 鹿児島学力・学習状況調査結果（本校の状況）

１ 本校と県平均との比較

⑴ 中学 １ 年生

教科 本校（正答率） 県平均（正答率） 差

国語 ５３．３ ５９．４ －６．１

社会 ４３．７ ４９．７ －６．０

数学 ３５．１ ４７．５ －１２．４

理科 ４５．３ ５０．１ －４．８

英語 ６２．４ ６０．５ ＋１．９

【分析】

・ 多くの教科で県平均を下回っており、特に数学において大きな差が見られる。

・ 基礎的事項は一定程度理解しているが、思考・判断・表現を問う問題に弱さが見られる。

・ 英語については県平均を上回り、聞く・読む力の定着が見られる。

⑵ 中学 ２年生

教科 本校（正答率） 県平均（正答率） 差

国語 ５６．３ ５２．０ ＋４．３

社会 ５４．６ ５５．３ －０．７

数学 ３７．５ ３６．９ ＋０．６

理科 ４８．７ ４８．２ ＋０．５

英語 ４７．２ ４４．８ ＋２．４

【分析】

・ 全体的に県平均と同程度または上回る結果となっている。

・ 小学校からの指導の積み重ねにより、学力の定着が進んでいる。

・ 一方で、活用問題や説明を要する問題には引き続き課題が見られる。

２ 本校の主な課題

⑴ 思考・判断・表現力の不足

資料や文章を基に、自分の考えを説明する問題の正答率が低く、知識を活用する力に課題が

ある。

⑵ 数学における活用力

計算などの基礎的技能は身に付いているが、条件整理や複数の情報を関連付けて考える問題

に弱さが見られる。

⑶ 資料活用能力の差

グラフや表、地図などの資料を読み取り、判断する力に個人差が見られる。

３ 改善のための取組

⑴ 授業改善の推進

・ 「学習者主体の授業」に向けての組織的な取組

・ 対話的な学び（ペア・グループ活動）や振り返り記述活動の充実

⑵ 基礎・基本の定着

・ 帯学習の充実や授業連動型家庭学習の推進

・ 反復練習による確実な定着

⑶ 個に応じた指導の充実

・ 少人数指導や補充指導の実施

・ ICT を活用した個別最適な学びの推進
⑷ 家庭との連携

・ 家庭学習の習慣化

・ まなびぽけっとの有効活用


